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水源禅師法話 

慈しみ（愛）とは 

 

 

 

「慈しみ」という意味は、漢字を見れば分かるように、「くさかんむり」の「くさ」という

のは、実は美しい「艸」に「糸」二つで「心」。だから、昔の言語を見ていけば、もっと明快

に分かるのですけれども、現代になれば抽象化されて、ぼやけてしまいます。だから、中国

にはトンパ文字というのがあります。四川省でなく雲南の山奥に、その昔の絵文字で書いて

いくという言葉があります。非常に興味があって、その言葉を見たら「見てすぐ、そのもの

を絵に書いた言葉」ということで、漢字とは違うのですけれども、漢字も実はもともとそう

できていました。「馬」は本当に字が馬形に見えるように、馬そのものみたいに、昔の本当の

原点に書いてある。というふうに、私たちは時代によって、どんどん変遷されて、美しい形

になってきたのですけれども、本当の原点に帰れば、そのもので非常に分かりやすい。だか

ら、昔の人は、その「愛」ということがすぐに分かった。「慈悲」の「慈」という。 

現代は非常に「LOVE」という、混同して難しい言葉になっていますけれども、そこから見

てメッタ（mettā）、マイトレーヤ（metteyya）。ジーザスがここを目指したという。これはブ

ラフマ・ビハーラ（brahmavihāra：四梵住）の最初のメッタ（慈）・カルナー（悲）・ムディ

ター（喜）の一番大事なところ。けれども非常に難しいから、その我。だから、二つが一つ

になれば無我でしょう。私もあなたもないのだから。非常に簡単なことだけれども、なかな

か難しい。「捨てろ、捨てろ、捨てろ、捨てろ」と、何を捨てるのか。何だろうって。それこ

そナゾナゾ。だから、そこをずうっと観ていく。だから、人生で「慈しみ」ということは、

大切です。花を慈しむ、それでもよいし、ワンちゃんを慈しむ、妻を慈しむ、その「慈しみ」

は、お釈迦様が「これはこれではなく、全て同じ同体である」ということを言われています。

それを「大きな愛」とか表現していますけれども、「大きな愛も小さな愛も、愛は愛で同じ」

です。そういうことを感じましたので、楽しくがんばってください。 

 

形にとらわれず、自分に一番合った坐り方で 

 大変な驚きで、皆さんがすごい超スピードで進化していくもので、こちらの方がびっくり

しています。基本はとても大切ですけれども、全てが基本というわけでもないです。「坐り方」
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も、また基本はとても大切ですけれども、それが 100％ではないのです。 

私が自分の足が痛いからか、そうなのか知らないけれども、なんでこんなきつく結跏でや

らなければいけないのかと。これはまるで地獄の中に入ったみたいだと（笑）。「3 カ月間だ

けは修行してくれ」という母の命令で坐禅して「あー、3 カ月これで解放だ」なんて思った

ら「いやー、一生続くよ」、「えー、一生って？」とびっくりして、何だか知らないけれども、

そのままずうっと続いて今に至るのですけれども。なぜ坐禅したかと言えば、カナダはキリ

スト教の国でしょう。そのときは仏教といっても西本願寺さんと日蓮宗の方で、ほとんど日

系人のために造られたお寺、あとは中国系もあるのですけれども、日本のお寺さんの方が強

かったのですね。今は逆転して、中国とかいろいろ入ってきていますけれども。 

うちのお母さんは真言宗をやっていたもので、とっても弘法大師を尊敬して、ここはそう

いう密教の道場はないし、できないから「お前は坐禅をやれ」と。そういうことで始まった

のです。といっても不可思議なもので、この深い道にたどり着けたのは、やはり弘法大師様

の導きで、特に最大のご恩は、もちろんお母さんですけれども、女人堂の先生なのですね。

その昔、女性は奥の院には入れなかったのです。そこで女人堂の先生が、なぜか私を見て気

に入って、西陣織の紺の絹に金糸で『般若心経』が書かれた「これをあなたにお土産として

カナダに持っていってください」と。『般若心経』は聞いたことがあるけれども、書いてみて、

「ワーこういうものが世の中にあるものか」と。ということが、仏教の扉を開けさせてもら

ったわけですね。それでまた、その方が不思議な体験をされて、すごい商人の娘さんで結婚

を一回もしないわけですね。その因縁のお話をずうっとして、確か「お地蔵さまに助けられ

た」と言ったのです。夜、大金を持って歩いているときに、お地蔵様のお堂に逃げ込んだら、

その強盗がそこの扉を開けて！ 通り過ぎて命拾いして、それからずうっと仏道をやって女人

堂を守ったという。そういう実際の体験の話とか、どんどこどんどこ入っていったわけなの

ですね。 

いろいろな旅の話はしましたけれども、そういうふうに「なんでこんなきつい地獄みたい

なことをしなければいけないのか」と思いながら、ずうっとやっていって「では、足の悪い

人はどうして坐ったらよいのか」とかもう随分、考えたわけ。「では、私だけよかったら、他

の坐れない人はどうなるのだろう」とか。まあそういうことの旅でもあったわけ。そしてパ

オ森林で見たら椅子に座って瞑想している人がいたわけです。なぜかというと、腰が悪いか

らできないと。「あー、それなら、このように座ってもよいのだ」ということ。南伝では、こ

ういう結跏ではなくて半跏もほとんどしないのですね。左右の足を組まない方法でやるわけ

です。なぜかというと、長時間の意味があって、それで特にこういう坐り方（あぐら坐）を

するわけですね。「あら、こういう坐り方でもよいのだ」と。そうでなければ、こっち痛かっ

たら、またこっちとか。こういう坐り方。だから、南伝のお坊さんはよく女性の横座りをし

ています。 

そういうことでカナダに行ったら、人は椅子の生活で、ほとんど坐れないのですね。それ

では「この人たちには、どうして教えたらよいのか」と。「ソファに座っても痛い」と、それ

で寝る臥禅（がぜん）。禅というのは座る、それから立ってする禅、それから歩行禅。最初、

私がパオを終わって今度カナダで教えるときに、「どうも寝る禅というのは、お釈迦様に失礼
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でないのか」と、とても悩んだけれども、後で見たら、私の体験でもそうだけれども、実は

「寝る臥禅」でずうっとやれたら、これが最高なのです。ただ、眠りに入ってしまうから、

それに皆で場所も取るし。ところが、一番成功したのは、音楽を聞かせて「寝る禅」をさせ

たわけですね。これがほとんどの人を非常に進化させて、ある程度したら元に戻すけれども。

私はもちろんこう坐って、私の念波・エネルギーを与えるのだけれども、心が進化してくれ

なければ、いくら形だけやっても、結局、何のために坐ったかという。 

あるお坊さんが禅で非常に有名な宗派の方で、パオに来て「私はここに 3 年いて、坐って

修行します」と。「日本の美しい坐り方を見せてあげるのです」ということで、ずうっと頑張

って、一年後に彼から発した言葉は「野球のイチローさんはどうしている？」「美味しいもの

を食べるのに、もう日本に帰ります」と。結局、何も観えなかったわけ、ただ坐って帰って

いったわけです。というふうに、形にとらわれて、形だけだから、特に「何か観える、それ

は非常におかしいことだ」と言うのだけれども、パオでは観えなければいけないことを逆に

否定して、ただ坐っていたわけ。というふうな教えなのか知らないけれども、結局、1年間、

無駄にして。18年間、坐り続けた方でも、結局、考えにとらわれて、ニミッタ（丹光、禅相）

のニの字も何も観ないで帰っていってしまいました。日本でも 18年間、坐り続けるお坊さん

は、めったにないみたいですよ。山に入って籠もって、それでそうなのですよ。だから「形

にとらわれる」という恐ろしさがあります。 

「全部、壊す」ということではないのですよ。ある程度バリエーションがあるから、基本

は基本で「自分に一番合ったやり方でやってください」と。以前はパオの瞑想法（お釈迦様

のダンマヌパサナー〈法随観〉）は知らなかったけれども、私はこういう方法で、ずうっと数

10年やっていた。これだったらラクラクに長時間いけるからね。結跏でやる場合は、やはり

プレッシャーが来て。本当の（結跏の）坐り方はこうなのですよ。ここ（太ももの付け根）

にくっつけるのです、ここまでヨガみたいに。両足をこうくっつけるのですよ。グウッと絞

るわけ。そしたら取れないから。これをやれば 2 時間、3 時間できるみたい。ただし、ここ

にハンカチーフか布をここに挟むわけ。そうでなければ、骨と骨が当たって、ものすごく痛

くなるから。というふうに、韓国のお坊さんは、これでよく坐れるのですよ。でも、頑張り

すぎで、やはりほとんどニミッタ観ないで帰っていっちゃう、グウッと力が入り過ぎて。結

局、音楽の糸みたいに強くてもダメ、弱くてもダメ。ところが、ピーンと坐れば、かっこい

いから、ピーンと張っちゃって、結局うまくいかないような感じでしたね。そういう人たち

は 10年、20年、坐っているのですよ。それでも、そこが絶妙なところなのです。 

 

パオ森林僧院の言語問題 

だから、一人一人ガイドして事細かに教えなければいけないのだけれども、パオのときは

いつも 1200、1300人のお坊さんとか修行者がいるからね。だから、教える方もパンパンパン

と言うだけで「はい、できた、できない」「はい、できた、できない」と、それだけで、細か

いことは教えられないしね。それで、特に日本から行く場合には、その言語問題があります

からね。英語で教える先生は私が行ったときはただ一人。私と一緒に、ほとんど同じく終わ
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った人が、英語で教えているけれども、私が教えてくれた先生は、もうほとんど教えない。

何か重要な人にだけ教えるそうです。そういう状態で、ほとんど本当に教わるという状況で

はないのですね、言葉の問題があるから。それも英語は「British India English」なのです。

そのとき英国が統治したものだから。「English English」ではないのです。だからミャンマ

ーは、その系列を使うものだから、私が聞いても分からないわけ。 

それで、ミャンマーの人で英国の医学部の教授の人がいて「これは何を言っているの？」

と聞いたら「こうこうこうで」と、「あ、なるほど」と。英語を使っても、これくらい違うの

です。だから「私の読んでいる経典」（パオで使われている教科書）は、アンゴラ出身のアフ

リカ英語で書かれて、「African English」と「British India English」と「ミャンマーの方

言 English」が合わさっているものだから、英語国で生まれた人でも理解できないのに、ま

して日本の方が行って、すぐに理解するということは不可能に近いことです。 

今もスタンダードに理解するのは非常に苦労すると思います。特に宗教経典だから、無理

に近いことです。結局、日本にいて通訳を受けても、ミャンマー語で日本語に言われても、

どこまで本当なのかは非常に難しい問題だと思います。私みたいに英語で直接やっても、こ

れくらいの障害がある。これは現代に始まったことではなく、お釈迦様の時代にも、これを

繰り返していたのでしょう。巨大な壁を偉大な体験者だけが、かみ砕いて、それぞれの時代

に伝えていってくれたのではないでしょうか。 

 

五戒―不飲酒戒と薬酒― 

ということで、何をお話ししたいかと言えば「五戒」「五つの戒を守らなければいけない」

と。特に「お酒は一滴も飲んではいけない」というふうに解釈されていますけれども、実は

ちょっと違うのです。私が修行しているときでも、ミャンマーのお坊さんたちは「おいおい、

来てこれを飲まないか」と。ヨーグルトが少し発酵したお酒みたいなのですよ。それをやれ

ば体がスッとよくなるから、お酒ではないですよ。発酵していて、そういうふうに体の疲れ

を取るために飲むという。それで、あちらの漬物にも、食べたらアルコールがあるわけなの

ですよ。厳密にそう言ってしまえば、それもダメなのです。でも、あちらの人が「これは漬

物だから」というふうに、またそれが発酵材ということで、体によいみたいです。お釈迦様

のときに「お酒を飲むな」と言ったのは、お釈迦様が説法しているときに「お祭りだ」とい

うことになって、若い女の子たちがお酒を飲み始めるわけだ。舞台に行って楽しいと。その

うちに酔っ払って、ドンチャン騒ぎみたいに踊ったり歌ったりするから、それから「やめな

さい」となったのです。それで、それがきつく締められて現状に至って「一滴のお酒もダメ」

となっているけれども、私が仏道に入るときに、私の先生に「禁酒でしょう？ 飲んだらダメ

でしょう？ だから私は仏教しません」と。「まあまあ薬として飲みなさい。それだったらよ

いから」と。「ああそうか、薬として飲むのはよいのか。それだったらしましょう」というこ

とになって。 

今回、クティを造るときに 6 カ月間、休みなく働いて、不思議なことで家の方も洪水でや

られて、二つ家を同時に修理することになってね。もう日本に来る 2 週間前に、足の付け根
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が夜震えて痛くなってグワーッと。それで私の先生が言ったように「焼酎」小さい小瓶の半

分と熱い「お湯」コップ一杯で混ぜて飲んで、チビリチビリやって寝るわけ。そうしたら、

スッと痛みが取れましたね。だから、年取ってやれば、大変なことになると初めて分かった

わけ（笑）、無茶してドンドコドンドコ働けば。そういうふうによいもので、薬があればスッ

と取れてしまうということで。 

 

五戒―Intoxication― 

解析したいと思ったのは、第一に、英語では「不殺生」が「No harming living being」、

生き物に対して害を加えてはいけない。第二に、盗んではいけない。「Don't steal」（不偸盗）。 

それから第三、「No sexual misconduct」（不邪婬）、「嫌だ」と言う人を無理にするとか、愛

も何も関係ないのに無理やりやるとか、そういうことをしてはいけません、ということ。そ

れから第四は「No lying」（不妄語）、嘘ついてはいけませんと。第五は「No intoxication」

（不飲酒）。「Intoxication」というのは、麻薬をたくさん飲めば Intoxication。それから、

これが楽しいからといって、ダンスダンスと夢中になるのも、これも Intoxication。それか

ら「あー嬉しい」と、正気を失ってダーッと騒ぐでしょう。これも Intoxication。それから

「あー嬉しい嬉しい」と言って、走り回って「勝った！勝った！」と、これも Intoxication、

正気を失う。それから「あー嬉しい、しょっちゅう嬉しい」、これも Intoxication と、英語

ではなるわけ。だから「心をいつも平静にしてください」という。そして、お酒を飲んで酔

っ払って危害を加える、これはダメですね。それからマリファナをいっぱい飲む、吸う、こ

れも Intoxication。これも善くないですね。 

ところが、お経にこういうことは書いていないから。結局、たばこなんて経典に書いてい

ないから、プカプカプカプカ朝から晩までマリファナを吸っていた。それからイスラームの

方でも、お酒は絶対一滴もダメなのです。だから飲みません。ところが「Morphine」という

のは言っていないから飲むわけ。「Morphine」というのは日本語で言えば「モルヒネ」。だか

ら、結局「コカイン」とか「麻薬」とか書いていないから、「経典に書いてないから、飲んで

も差し支えがない」ということになってしまう。 

「このイスラームでは何でお酒を飲んではダメか」と言うと、AD 6世紀のペルシャのキン

グが神に約束したわけなのです、「もし私がこの戦争に勝ったら、一切、私はお酒を飲まない」

と。ということから始まったわけです。というのは、ペルシャとか中近東では、酒は神の飲

み物で、もうこれ以上のご馳走はないわけ。それで「これをやめます」と。それで最高のワ

インのツボをボーンと打ち破って、それからずうっと飲まないです。 

だから今、中近東では、モルヒネの原料アヘン、タバコのようにプカプカ吸うでしょう。

あれがそうなのです。それに、トロントとナイアガラの滝の間に小さな町の博物館があるの

です。そこにたまたま私がふらりと入っていったら、1930 年代の新聞があるのです。「この

酒というのは最高の悪魔で、これほど悪いものはない」と、教会が先頭に立って撲滅する記

事と、そのそばに、そのそばに「麻薬はこれほどよい薬はない」と、「体を休める精神安定剤

だ」と。その麻薬の小瓶も、ちゃんといっぱいあるわけ。だから「誤解もほどほどに解釈し
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てください」というわけ。 

中国でお坊さんが肉を食べたら非常に変な目で見られる、台湾でもどこでも。中国の法源

寺という、唐の時代から続いた大学の最高峰の教授が私に言ってくれたわけです。「実は中国

では、もともと肉はお坊さんも食べていたのです。ところが、今から 1500 年か 1600 年前に

内乱が起こって、少林寺のお坊さん、（少林寺拳法あるでしょう）、あのお坊さんがこの皇帝

を助けたから、ここのお坊さんだけは肉を食べてもよい」と、「他のお坊さんは一切、食べて

はダメ」。というふうに皇帝が決めたみたいです。それから菜食。だから、南伝では、お坊さ

んは「頂いたものは何でも食べる」と、お釈迦様も食べることに対しては一切、何も言わな

かったと。 

ただ、お釈迦さまを破壊しようとしたデーバダッタ（提婆達多）は「生き物を殺してはい

けません。植物だけを食べましょう」と、「デーバダッタの十戒」が非常に有名で、それで教

団が破滅しそうになったようです。だって言うことはあれでしょう。「肉は食べてはいけませ

ん。殺してどうなりますか」。お釈迦様は食べるものに対しては一切、言わなかった。そして

「衣は贅沢してはいけません」、その道に落ちている着物を縫いついで。だから、衣は、実は

こういろいろ縫いついであるのです、一枚の生地ではなく寄せ集めで。そういうふうに寄せ

集め。特に「死んだ人の衣を頂いて作りましょう」ということで「なるほど」と。「家に住む

のもダメです」と。「樹の下で住みましょう」と。というふうに祇園精舎のお寺から出ていっ

て、そのお寺がほとんど分裂しそうになったわけです。それで、お釈迦様はそういうことを

言っていないわけ。結局そういう現実離れしたことに、私たちはよく酔うわけです。話に聞

き惚れてしまう。これが Intoxication。 

だから「浅き夢見し 酔いもせず」と「夢見し」、全て夢なわけ。だから、よく私たちは酔

ってしまう、酔っ払ってしまう。だから、最高の酔っ払った現状の日本は、最初に言ったよ

うに福島の原発。「これは絶対に大丈夫です」と。「これほど素晴らしいものはない」と。と

いうことで、みんな国民は信じていたけれど、事故が起こった後で「これほど危険なものは

ない」と。なぜかといったら、モッサという燃料は猛毒で、再処理した燃料を使うらしい。

これは非常に危険のものらしい。そして、このウェスティングハウス（ウェスティングハウ

ス・エレクトリック）と GE（ゼネラル・エレクトリック）が日立と三菱重工かな？に払い下

げて、アメリカではもう危険だから造らないわけ。日本に払い下げたわけ。そして、日本が

造ったわけ。というふうに、完全に日本は「完全によいものだ」と、誰も彼もが信じきった

けれども、今、アメリカの原子力委員会の 40 年間、勤めている№.2 が「実は、これは非常

にこれほど危険なものはないのです」と。結局、事故が起こって初めて分かるわけ。その前

から言われているのだけれども、起こる前まではみんな酔いしれてみんな Intoxication。メ

ディアに Intoxication。それから政治に Intoxication。「これはダメ」と。「心は酔わないで

くれ」と。1930 年代のアメリカが「お酒だけはダメ」と。「麻薬は OK」と。非常におかしな

ことになってしまう。 
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無明である世俗の考え 

それで私がよかったのは、仏国をずっと歩いてみて、あらいろいろなやり方があるのだと。

まず坐り方も「あ〜これで足の悪い人に教えることができる」と。それから「病気の人もで

きる」と。「寝なからできるから、悪くないのだ」と。「ただただ心が進化して、法に触れる

ことができれば、三重丸だ」という考えになったのです。だから、カナダでは「坐れない人

はソファや椅子でもよろしい」と。「それも駄目な人は、腰の痛い人は寝てもよろしい」と。

というふうな、いろいろなバリエーションでやってみたら、やはり効果が出て、よくこれが

飲んだことがない薬を飲めばすぐ治るみたいに、もうたくさんの人の体が治りましたね。体

を治すために教えたのではないのです。ただ法を教えるためにやったのだけれども、体が治

るもので、次から次と来たわけ。またよく効くわけなのですね。カナダに行ったときは「い

つこの瞑想会がご破算になりまして、自由になれるのかな」と思っていたら、いまだにずっ

と続いています。それで、そのうちどんどんどんどん進化し始めてね。 

だから、最初に言ったように、お釈迦様が「無明とは〈これは私の妻、これは私の旦那さ

ん、これは私の犬〉というふうに、これは普通の世俗の考え、これは無明です」と。本当の

真理はそんなところにはないのです。でも、そんなことを言ったら社会が成り立たないから、

でも、社会の波で今、全世界が統一された考えとか、あれこれと決められて、特にアフガニ

スタンの方には悪いのですけれども、悪口ではないのですけれども、彼らは真剣にイスラー

ムの経典を読んで、そのとおりに信じ込んでいるものだから、「女は学校に行ってはいけない」

と。その若い素晴らしい女性が鉄砲でポーンと打たれて、UN（United Nations：国際連合）

に「全ての女性に教育を与えてください。ペンと本とノートを下さい。教育だけが最高の私

の未来に向かう道具です」と訴えたでしょう。今までそういうことを言う男性もいないわけ。

命を張って行って殺されようとしたことで、全世界が「そうだ、そうだ」と言うことになっ

て、この素晴らしいノーベル平和賞をもらうかもしれない女学生を、アフガニスタンのタリ

バンは「帰ってきたら撃ち殺す」というわけなのです。というふうに、1500年間、教え込ま

れたものだから、それ以外は考えられないわけ。 

それで「最初の『クルアーン』（コーラン）の書いているものはアラビア語だけではない」

と、「五つの言葉が組み合わさっている」と。それが、今これをイスラームの国で言ったら、

私の首が飛ぶわけ。なぜかといったら「ムハンマドはアラビア語を使う」と。そして「ムハ

ンマドが神から直接、聞いたことをアラビア語で言った」と。これがカイロ Text book にな

っていて、これがスタンダード。ところが、1972年、イエメンのサナア（Sana'a）というモ

スクワから 715 年前の Text book が発見されたわけ。それは絵に書いてある『クルアーン』

で、いつの時代が大体、分かるわけです。ところが革に書くわけですね。革を分析した場合

には 645 年、99％正しいらしい。それでＸ線に撮ってみたら、前に書いたものを全部、洗い

流して、その上に書き込んだ『クルアーン』になるわけ。最初は「同じだ」と、大いに喜ん

だわけ。ところが、その裏に原本があったわけ。だから、今の『クルアーン』は、ほとんど

書き換えられているわけです。ということで結局、自爆している。「これは神に捧げた命」と。 

お釈迦様が言うのは「ここが無明である」と、教条主義で。本当の現実に会わなければ、
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全てこれは無明の世界に入りますから、行く先は無明の世界に行きますと。「無明の世界」と

いうのは、私たちの大宇宙があるでしょう、他の宇宙もあると。その間の中間にまたスペー

スがあるから、このスペースは絶対に滅びない、という無明の空間だと。そこに行きますか

ら、一早くこの無明をやめてください、というわけ。結局、私たちは「では、何を信じたら

よいのか」と。お釈迦様は自分の体を使って、すべて回答していったわけ。というふうに「私

たちの体は、宇宙の叡智のかたまり」なのです。だから、今日も観たこともない現象をパー

ッと観てびっくりしたと、それが入り口なわけ。 

というふうに、想像を絶する仕組みで私たちはつくられているわけ。今、アインシュタイ

ンのことを言いましたけれども、アインシュタインの「E＝mc²」「エネルギーは物質×光のス

ピードの 2乗だ」。ということを固く固く信じて、全ての宇宙の構成理論が、それで作られて

きたけれども、ロスアラモス国立研究所の実験で「これもどうも間違いがある」ということ

が今、発見され始めている。すべての哲学がここを基本にして作られたものだから、それで

今、新しい哲学理論が一つも発生していないし、それまで作られたものが、これをもとにし

て作られているから。もう哲学が結局、政治の基本になるし、それから哲学が社会を動かす

羅針盤だから。これが実は間違った情報をもとにしているのではないか、ということが今、

分かり始めている。ということをお釈迦様が言っているわけ。 

 

自分の体を指針とする―偉人たちの体感― 

では、何を指針にして法を求めればよいのか。自分の体なのです。体は非常に大切です。

お釈迦様は「自分の心が 10 兆くらいのパルスで動いている」と。それが何で分かったかと。

光と自分の心を測定して、そこまで分かるわけ。稲妻がパッと光ったときには 1／3秒くらい。

それから追跡していって、自分の心のパルスと合わせて、そういう結果を出したわけ。そこ

まで心はすごいものなのです。なぜニミッタ（丹光、禅相）かと言うと、「一切の障害を受け

ない仏の光」ということをよく言われるでしょう。「無量無辺、一切の障りのない光が仏の光

である」と、ニミッタのことです。ニミッタは一切の障害もなく、スッと時空を超えて観る

から。時空、時間も超えている。それで、この「道具」を皆さんが持っている。この「道具」

で追跡していけるわけ。 

それでは、これをどういうふうにして開発していくのかと。それで『サティパッターナ』。

日本語では『四念処経』という経典に書かれているわけ。でもあんまり重要視されていない。

というのは非常に難しい。最初はどこから入るかと。「鼻の呼吸を観てください」と。「入っ

た、出た」「入った、出た」これをアナパナサティ（入出息念）と。心でしっかり観るから、

「マインドフルネス・ブリージング」、このことなのです。「鼻をただ観てください」と。そ

れを今度「マインドフルネス」と、今度はまた分からなくなってしまう。言葉だけがひとり

歩きして。ここがどういう状態になっているのかというのは、この『サティパッターナ』に

お釈迦様が「七覚支」ということで最初、説明したように「ここが基本ですよ」と。 

ところが、私がずうっと見た結果、偉い方が来て説明するのだけれども、訳された日本語

が私の体験から解析したことと、それからクスマ比丘尼、この方はスリランカで『サティパ
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ッターナ』の博士号を取ったわけ。その方の原文の英語と比べた場合には、この訳がちょっ

と違うわけなのです。また日本語の方も、やはり大事なところが、ちょっと抜けているわけ。

やり方もちょっと抜けている。だから、そういうことが体験者だけがよく分かるわけ。「何が

抜けて、何があるか」と。そして、体験者ではない人が書いた場合には、いくら偉い大学の

先生でも体験がないものだから、間違ってはないけれども、抜けていることがあるから、そ

れで「先に進めない」ということになってしまう。 

特に、ある素晴らしい仏教学者がもうやめて瞑想だけに入ったけれども、今から何年前の

ことかなあ、あれは。その弟さんもお坊さんで素晴らしい方で、もう 80くらいになるのかな。

そのお兄さんもすごい大学に行って、やめてしまったのだけれども。その人の本を読んだら、

100 万部にも及ぶ、この仏教の教学を一体どうして理解することができるのかと。この方は

ずうっと教学で来たからね。それでやめてしまって。もう次から次と論文が出てくるから。

全部読みこなしていったら「これはおかしい」ということになった。実は非常に簡単なこと

なのだけれども、「四無量心」というブラフマ・ビハーラ（brahmavihāra：四梵住）、修行し

てダンマヌパサナー（法随観）というお釈迦様の方法、それでやっていったら非常に難しい

ところなのですよ。 

ところが、浄土真宗をやられている才市（さいち）1さんは、ただ「阿弥陀、阿弥陀」でい

って、その文章2に書いてあることは、結局「吸う息、吐く息、心」これがアナパナサティ。

それなのですよ。それで「慚愧は歓喜、歓喜は慚愧」3、ワーこの人は第三のムディター（喜）

を体感している。メッタ、カルナー、ムディター。慈、悲、喜。捨はウペッカー。難しい。 

結局、ベートーヴェン「交響曲第 9番」で「歓喜」「Joy」を体感して音楽にしたけれども、

その体感した本人は、その空間にいるわけ。結局、「法無辺」というふうに宗教・時空・国境

を越えて、こういう人たちは歌にしたりして発表できるわけ。音楽を聴いていたらモーツァ

ルトもすごい方で、私はそうだと思います。 

それから、最もすごいのはバッハ、あの方は非常に禅的というか。チェロではないのだけ

れど、大きい楽器、ヴァイオリンではなく、世界的に弾く演奏家が、こればかりやっていて、

それでふと気が付いてもうやめて、仏教の瞑想ばかりしている。世界をずうっと公演して、

まだ若い人です。私が出会ったのは、40代前の人で天才的な人でポッとやめて、お父さんも

数学者で、お母さんも大学の教授で、「君の名前はちゃんと家にあるから、いつでもドイツに

行って尋ねてください」と。というふうに、そのお父さんは数学の先生で、この 3 次元の問

題を 4次元に入って解析して、それで戻ってきて回答を出すそうです。 

だから、「無量阿僧祇劫の法門」というのは 5次元なのですよ。今やっと 5次元の世界が言

われているけれども、私が『維摩経』の中の「無量阿僧祇劫の法門」（不可思議解脱の法門）

                                                
1 石見の才市（1850-1932）：浄土真宗の妙好人の一人。石見国大浜村字小浜（島根県大田市

温泉津町小浜）出身。他力の信心を詠んだ念仏詩を 8000首以上、残している。 
2「心は出入りの息にまかせて世を過ごすこと 出入りの息こそ南無阿弥陀仏」 

（適宜、漢字を仮名、仮名を漢字に置き換えた。以下同じ） 
3「わたしゃ罪でも六字の慚愧 わたしゃ罪でも六字の歓喜 南無は慚愧で 阿弥陀は歓喜 

慚愧歓喜の南無阿弥陀仏」 
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を読んでワーッとショックを受けたのを覚えています。「こういう世界があるのか」と。それ

で今、5次元の世界が物理学、宇宙学で出始めました。 

 

というふうに、仏教はすべての分野において、社会をリードし得るものを持っているわけ。

実際 1500年前に言われていることが。それが逆に科学を勉強していないものだから、組み合

わせないで理解できないから、何か起こったら動揺して「どうしましょう」と。違うのです

よ。逆にリードする立場にあるのに、なぜか逆についていくようになってしまった。その方

が楽なのか、どういう状態でなったのか。それで一切が今この日本で混乱して「実は一番、

悩んでいるのはお坊さんなのですよ」と、私が 4、5 年前に来て言ったでしょう1。この人た

ちが倒れればもうダメなのです。なぜかといったら 1500 年、2000 年の精神的な蓄積を持ち

ながら、それを発揮できないという。だから、こういう文献、宮澤賢治とか、すごい境地に

達してしまうわけですね。 

こういうことが一部の人ではなく、全ての方に広まって、自由に心が開発できなければい

けないと思います。そのために日本文化は純仏教生活体系になっています。それを発見した

のは韓国の霊鷲山通度寺という、ここに全ての仏教の法があるお寺なのです。韓国では最高

峰なのです。そこで出された食事は純日本の食事なのです。それで「アーなるほど」と、全

てあなた方が食べているのは、お寺からメニューをもらって食べているのです。そのレシピ・

献立というか。ということを発見したわけです。日本という国は「仏法によって、国が組み

立てられているのだ」と。だから、仏教をやろうがやるまいが、食べることによって、町を

歩くことによって、全てそこの中で自動的に学ぶようになっている。 

ただ、それが今、西洋的な考えが入ってきて「なんとか心理学」と言うけれども、仏教の

心を観る解析は想像を絶するところにあります。なぜなら、心の仕組みがコンピュータみた

いにターッと全部、観えるしね。これはどんな機械を使っても、現代は見えないです。それ

をアビダンマで詳しく解析しているわけなのです。アビダンマを勉強するのはよいのですよ。

ただ、それはそれで、あとは体験してもう 1回、読めば、素晴らしいことになるけれども。 

ところが、体験しないで、そのまま入れた場合には、これが逆に障害になります。なぜか

といったら、分かったつもりで何も分かっていないわけです。先ほど言ったように「アイン

シュタインの E＝mc²、絶対的」と。それから「イスラームの経典は絶対的」と。これをぶち

込んだ場合には、次の世で大変なことになってしまう。分からないのに分かったことになっ

ているから。もうこれで先がない、ストップ。だから「知識を入れれば入れるほどよいとい

うものではない」。分からないものをボンボン入れたら、イメージ化して自分で分かったつも

りになったら、もっと大変。「これは分からない」というのはまだよろしい。「分からないか

ら言えない」と。必死になって勉強した挙げ句が「これが自分を破壊するものだ」となった

ら大変ですよ。もしそういうことをしたらそうなります。だから、間違った教えを受けたら、

大変なことになるわけなのです。 

 

                                                
1『水源禅師法話集』第 3巻 9頁 3行目以降参照。 
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仏法の偉大さ―お釈迦様、アングリマーラ、マハーカッサパ― 

でも仏法というのはすごいもので、アングリマーラという非常に有名なアラハト（阿羅漢）

が「1000 人、殺せば涅槃に行ける」と、先生に教えられて、999 人まで殺したわけ。それで

全部、小指を切って首にかけてね。最後、殺す人がいなくなったから、お母さんがいたから

お母さんを殺しに行こうとしたら、お釈迦様がさっと出てきて止めたわけ。というのは、こ

の人は人を殺してもう極悪人だけれども、それを教えた先生を、ただ純粋に信じたおかげで

やっているわけ。お母さんを殺せばもう二度とふたの開かない処に行ってしまうと。無間地

獄（阿鼻地獄）。それで、お釈迦様がさっと出てきて、止めて諭した。そしてこの人が阿羅漢

になったわけ。それで涅槃に行ったわけ。だから地獄に堕ちないわけ。という法を持ってい

る。「では、殺された人間はどうなるのか」と。「損じゃないか」と。「極悪人が天国に行って、

殺された人間が大損じゃないか」と。そうではないのです1。 

お釈迦様の素晴らしい話を夢中になって聞いていたあまり、ある人が間違って、カエルに

杖をついてしまって、カエルがギャッと死んで亡くなってしまった。けれど、そのカエルは

天界に行ったということ。そういう阿羅漢を見つけて、コップ一杯の水を上げたら、大変な

大金持ちになってしまった。 

あの有名なマハーカッサパ（摩訶迦葉、お釈迦様の二代目）2という方がいて、清貧で絶対

に金持ちからはお布施を受けない。いつも貧しい人のところに行って、お布施を受けるわけ。

そして、この方は教団に入って結婚しているのですね。奥さんもお坊さんになって、教団に

入って、ところが一回も夫婦として寝たことがない。この方は梵天から降りてきて、この行

をやっているわけ。また奥さんも梵天にいて降りてきて比丘尼になったわけ。マハーカッサ

パは結婚したくなくて、大金持ちの息子で、お釈迦様のところで修行したいわけ。そこら一

帯の超大金持ちで「息子が後を継がなければ、大変なことになるから」と、お父さんがもう

しつこく言うものだから。マハーカッサパが「お父さん、結婚するには条件があります」と、

パッとすごい神力というか、像を作って「こういう方がいたら結婚しましょう。そうでなけ

ればしません」と。召し使いがサーッと行ったら、この人を探し当ててきたわけ。それで「な

んだかんだ」と、理由を付けて、「ちょっと修行したいから」と言って、お釈迦様の僧院に入

って、そのままそうしたら、この奥さんも入って比丘尼になって、同じところで修行したそ

うです。 

ずうっと修行をした方で、この人は貧しい人のところからしか受け取らないから、お釈迦

様が「何でお前はそんなに差別するのか。金持ちのところにも行きなさい」と怒られるくら

い。この人はある農家のところに行って、貧しい農家のお百姓さんが自分の昼飯をお供えし

たわけ。その後、全部、金のとれる田になったと。王様が喜んでしまって「よし、お前、よ

いことをした」と、勲章を与えて送って、王様の家来が金を取るのだけれども、全部、土に

なるわけ。仕方がないから「そのお百姓さんに勲章を付けて、位を上げて金を取って来い」

                                                
1『水源禅師法話集』第 17巻「アングリマーラと菩薩行」（28-30頁）参照。 
2 大迦葉（Mahā-ka-śyapa）尊者：釈迦十大弟子の一人。釈尊の死後、初めての結集の座長を

務める。「頭陀第一」といわれ、衣食住にとらわれず清貧の修行を行った。 
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と。それが金になるわけ。それで「国が栄えた」と。という大変な神通力を備えていた方な

わけです。 

 

命懸けの仏教―水源禅師の求道体験― 

私は、このマハーカッサパさんが大好きで「私は弥勒菩薩が出るまでは生き続ける」と。

「500人の阿羅漢を招待して、私がこのヒマラヤの山に入りますから」という伝説というか、

経典に書いてあるわけなのです。この山を探すために、ずうっとチベットの山を私は命を落

とすところまで探しに行ったわけ。どうもそれらしきところに着いたのだけれどもね。チベ

ット人に聞いても分からない。誰に聞いても誰も回答できない。北京大学の仏教の研究者の

人に調べてもらっても分からない。壮絶なストーリーでカイラス山を回って、いったんラサ

まで帰ったけれども、ある人の話が頭に焼き付いてもう 1 回、戻ったわけ、とことことカイ

ラス山に。行ってくるだけでも大変なのに、もう 1 回、戻ったわけ。どうもそれらしき山に

出会って、今でもちゃんと坐っているらしい。その写真もカンボジアで見せてもらったわけ。

その写真はカナダの私のお寺と、今、死んだカンボジアの王様 シハヌーク殿下の側近の大比

丘様が持っています。だから、いつもシハヌーク殿下が旅行するときは、アドバイザーとし

て彼が一緒に旅するわけです。北京でもどこでも。神通があるから観えるからね。それで、

そのお寺に 1 枚写真と私の寺にもあります。この写真と話を手掛かりに、中国に行って探し

に行ったわけなのです。 

というふうに、仏法というのは、私の場合は、そういうふうに命懸けでずうっと進んでい

ったわけ。そういうことで、いろいろな素晴らしい法に出遇ったのですね。そこのカンボジ

アに行ったおかげで、このパオに行けて、ダンマヌパサナー（法随観）をもらって、そして

スリランカに行って『サティパッターナ』。結局「この『サティパッターナ』以外に涅槃には

行けない」ということを韓国で出会ったマハシのお坊さんから聞いたわけですね。20 年間、

行をやって非常に立派な方で「いや、そうなのか」と、この本を探し当てて、そうしたらク

スマ比丘尼が「いやそれは私の博士論文で、私が一番よく知っています」という、その原本

をもらったわけ。それで、今その中で一番大切な「七覚支」を今回の合宿で皆さんに説明し

たわけなのです。「七覚支」は書かれているけれども、ただすらっと読むだけで、漢文で何も

分からないと思いますよ。体験した人は、そこのところはよく分かります。でも、いまだに

日本には明快に書かれた文献が一つもないですね。書いた人はいますよ。書かれた文献はそ

れらしき、でもやはり体験がないものだから、分からないのですね。それを分かったつもり

で頭にインプットしたら大変なことになるから、まあそれはそれでと。あとは自分で追跡し

ていくと。ということで「ここが非常に大切です」と。 
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水源禅師が登って撮影されたカイラス山 

（2012年忍野合宿での配布資料） 

 

 

 

言葉にとらわれる恐ろしさ 

そうでなければ、今の中近東みたいに大変な状態でしょう。でも、この人たちもまた大変。

というのは、それを信じたおかげで過去 1000年以上、取り返しがつかないことになっている

と。「あるべきものがない」ということになる。というのは、その原本の本がドイツで 20 年

間、研究されて、そして発表したのだけれども、今度はイスラームの人が「これはアマチュ

アが書いた偽物である」と。ところが、なんと立派な大学の教授がドイツで 20年もかけて研

究されて、言語学者が調べ上げたもので、Ｘ線を通して調べた論文で書かれているし、学術

的にはもう揺るがせない。ところが「宗教的には、これはもう話にならない」と。というふ

うに、徹底的、反対運動になるわけ。つまり、自分の地位、名誉、教会とか物を守るために

「本当でないものを本当である」と続けた場合のことが、今、現実に起こっている悲惨なこ
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とになっているわけですね。イスラーム同士が戦い殺し合い、それでカッザーフィー（カダ

フィ）という独裁者を倒して、これから素晴らしい民主主義の国ができると。なんと、その

ときはホテルもあり、発電機器もあり、水道もあり、みんな車を持って、みんな大学とか行

けたのに、今は皆目ゼロ。ただ殺し合い、殺し合い。 

というふうに、言葉に依ったおかげで、ツケが払わされる。だから、精神界をやられてし

まえば、こういうことがいくらでも発生してしまいますね。その精神界というのは、もちろ

ん、それを指導する方たちも大切ですけれども、在家の方たちも熱心に自分なりに研鑽して

やっていけば、この力がまた反映して、やっている方と、また聞く方と交換して、善い方向

に行くかもしれません。それを「こうだこうだ」という敵対ではなく、「いかにして皆さんが

善い方向に行くか」と。「これが仏道の正道だ」と、私は思っています。 
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質疑応答 

仏教に出遇ったバッハ演奏家 

【参加者】 

 最初のヴァイオリンか、楽器をやっていた人1が、急にやめて瞑想に入ったということで、

『ダンマパダ』（『法句経』）の「つまらぬ快楽を捨て、大いなる楽しみを得よ」2という言葉

を思い出したのですけれども。 

 

【水源師】 

 それではなく、彼は世界的に有名なチェロかヴィオラの世界的なバッハ演奏者で、これし

か弾かないで、全世界をツアーしているわけ。アメリカとかドイツ、全ヨーロッパとか。30

代の方で。仏教に出遇って全部捨てて、ただ瞑想の世界に入った。今でもやっているという。

お父さん・お母さんに全く余裕があるということもありますけれども。「つまらない」という

ばかりでなく「本当のことを知りたい」と。「これよりもっと大切なものがある」と。それで

命を懸けるものを見つけたわけ。 

だから、インド側のヒマラヤに 7 年間、行って、そしてパオに来て、私にいろいろなこと

をそっと教えてくれるわけ。いろいろな政治的な考えとかもあるから、表立っては言えない

のですよ。だから、宗教をやって、そういう崇高なところでも、無明の考えが強い方がたく

さんいるからね、だから、よほど気を付けて修行をしていかなければね、大変なことになり

ます。「形にとらわれて、本当のことを知ろうとしない」という人の方が、大勢にして多いの

です。なぜなら、そちらの方が楽だから。そのとおりやれば分かったものと。問題ないしと。

そういうことでしょうか。 

 

間違ったことを教える人も信じる人も大変なことになる 

【参加者】 

 ミャンマーのパオで、瞑想道場、お寺の生活の基本的なサイクルというのは、今日のリト

リート（合宿）みたいな、朝から晩までずうっと瞑想しているような場所もあるのですか。 

1日中ずうっと瞑想しているわけですか。 

 

【水源師】 

 そうです。だから、それをサポートする社会というのは、すごいものですよ。瞑想、忙し

いですよ、教科があるから。外国の人は英語の先生が一人しかいないから、全部そこに行っ

                                                
1 9頁本文・下から 8行目以降参照。 
2「つまらぬ快楽を捨てることによって、広大なる楽しみを見ることができるのであるなら、

心ある人は広大な楽しみをのぞんで、つまらぬ快楽を捨てよ」（中村 元訳『ブッダの真理の

ことば 感興のことば』） 
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て学ぶけれども、「現在は二人」と言うけれども、ウ・コヴィダさんぐらいしかいないはず。

あとはミャンマー語だからね。ミャンマーの先生は、いっぱいいるはず。 

 

【参加者】 

 写真で見たことありますけど、大きな道場でみんなが坐って。 

 

【水源師】 

 あれは坐る場所があるわけです。「ここ、ここ」と順番。そこに行って朝から晩まで坐る。

食事のときは帰るとか。他のことをする時間はないです。本を読む時間もない。だから私の

場合はよく怒られて「パーリ語を勉強していないのか」と。本を読む時間もあったものでは

ない。ただもう大急ぎでサーッと。瞑想、瞑想、瞑想。 

 

【参加者】 

 それでもなかなか皆さん通過できないわけですね。 

 

【水源師】 

 できないですね。やっぱり心の問題で。結局、私のことで、今でも伝説になっているみた

いです。大騒ぎして、私が突然、現れたものだから。結局、今まで誰もいないみたいです。

外国から来てそんなことをした人は。それで仰天してしまって、特にあちらでは、中国とか

韓国では命を懸けたお坊さんたちで、何 10 年やっている人が、ごろごろ来ているでしょう。

それをポーンと追い越して、スッと行ってしまったものだから。私の弟子が、こう言ったけ

れども「いやー、先生あなたはスターでしたよ。あなたのことはみんな見ていた」。だから、

道路を歩いていたら村人が「オー、こんにちは、あなた瞑想なかなかできるそうですね」と。

私は何も言っていないのに、もうダーッと噂なるみたいですよ。前代未聞のことが起こった

みたい。だから、今でも噂になって、当時いた人はすぐに駆けつけてきてね、「いやー！」と。 

だから、ウ・レヴァタ先生が真夜中、普通は寝るのだけれども、サーッとすぐドアを開け

て、今度も討議し始める。彼とはもう 3 回目の談義だからね。第 1 回目もみんなの前でダー

ッとやり合って、2 回目、3 回目。結局、「法をどういうふうにして伝えるか」という本題に

入ったわけ。それで彼も「分かりました」ということで。 

ただ一番、残念だったのは、パオセヤドーと直接、話したときに、現状、日本でどういう

ふうにして教えられているか、事細かに話せばよかったのだけれども、「これはどうか」と。

と言えばよかったのだけれども、私のことだけ言って「私の教え方はこれでよろしいのか」

と。「はい、それでよろしい」と。「密教もマハーヤーナ（大乗）もテーラワーダ（南伝）も、

実は同じくなっていますよ」、「はい、そのとおりです」と。それをそばで聞いていた人は、

みんなびっくりして。結局、私が何を言っているのか、パオセヤドーは分かるわけ。まあ、

それで十分だからね。それを事細かに言ったら、全て解明できるのだけれども、私のことだ

けだから、あと教えることだけだから、それ以上は聞かなかったけれども。今度、会ったら

事細かにずうっと全部パオのやり方、「これどうなっているのですか」ということで、聞いて
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みようと思いますけれども。 

だから、パオではみんなを教えている前に、すぐにスッと通されて、呼ばれてすぐサーッ

と話をして。私が来るのを伝えられていたから、待っていたみたいだけれども。そのときの

パオの重要な重鎮たちと全部、会っている写真を今度、ホームページ（『エカヤーナ ビハー

ラ | 水源禅師』「写真」ミャンマー2013）の中に載せますから。ずうっと見てください。 

 

 

 

水源禅師とパオセヤドー 

 

 

 

水源禅師とヤンゴン第一別院（スタンレパーク別院）の長老 
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水源禅師とマレーシアのクアラルンプール別院の長老 

（ヤンゴン川のビハーラ〈寺院〉で撮影） 

 

 

 

というふうに、なかなか本当のことは伝わりにくい。少しだけ本当のことが伝わって、そ

れはそれでよいのだけれども、それが大きく誤った方向に行った場合には、信じた人たちが

大変なことになります、さっき言ったアングリマーラみたいに。仏教者として、それを見て

見ぬ振りした場合には、これは私も大変のことになる。言って「聞く、聞かない」は別とし

て、どういう状態にあるかは、ちゃんと皆さんに言わなければいけないけれどもね。何も言

わなければ、波立たずに素晴らしいでしょう。 

でも、福島の原発みたいに起こった後でどうなりますか。これはそれ以上のことなのです。

そう簡単なことではない。無量永劫に続いていくから。この現世だけではない。ということ

は、もしそういうことを無明の考えでやっているとしか思えない。結局、自分の過去世も未

来も実は観ないから、そういうことができると思う。観たら絶対できない話。一つの間違い

も起こせない。だから、十二因縁で過去を観る必要がある。それが必須教科だからね。それ

を観た場合には絶対に人に間違えだけは起こさせられないですね。特に誤った考えは絶対に

できないです。自分が死んだ方がよいくらい。何の意味もない。間違ったことを教えて、無

量永劫、何のためにそれをする必要があるのか。 

ウォールストリートの超大金持ちたちは知らないからやっているのだけれども、仏教徒と

してこれをやれば大変ですよ、どの宗派においても。だから、指導者たちは絶対に十二因縁

を観る必要がありますね。どういうことになるかと。そうしたら、間違ったことは教えられ
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ない。だから昔、私がお寺に行ったときは「地獄絵」を見せられるわけ。あれが嫌でねえ、

もう。「いやー私もぞろぞろっと地獄に行くのか」と（笑）。今はそういう写真は見せられな

いけれどもね。でも、結果的には、あれは私にとってよい教育でした。だから、白隠禅師と

いう方が「地獄に行く、地獄に行く」ということで、必死になって禅をやったらしいですよ。

それで悟りを 36回やったと。 

ところが、それでもしっかりした先生がいなかったものだから、禅病にかかったみたい。

この禅病がまた恐ろしい。はっきり言って、禅病ほど恐ろしいものはない。本当におかしく

なってしまうから。そこで、正しい先生に出会えるか出会えないかによって、大変な大違い

になるわけ。だから、白隠禅師という、そういうもう地獄の底を通ってきて、禅病にかかっ

てはい上がって来たものだから、本物になるわけ。 

この方の言う素晴らしい「愛」ということについて話をしているのだけれども、「愛とはな

んですか」「愛とはね、お父さんとお母さんの間に赤子が寝ているでしょう。その赤子のこと

なのですよ」。二つの愛を滔々と受けると。その間に寝ている赤子、それが愛ですと。という

ふうに実体験でパーッと言えるわけ。だから、こういうふうにお釈迦様のメッセージを皆さ

んは今、聞いていますから、そういう無明の世界には行きませんね。もう全て法をずうっと

聞いて体験しているから。そこはもう通過していますから。 

 

次の世で善い世界に行くために―無明に惑わされず、全て自分で検証する― 

ただ、次の世でどこの善い世界に行くかという問題。「それは何か」と言ったら、やはり瞑

想でどんどんどんどん進化していくと。私たちがすごく幸せなのは「仏法というのは宇宙の

華」で、いつも花みたいに咲いているわけではないのです。咲く時期があって、その咲く時

期に出会っているわけなのです。 

だから、太古の歴史を調べたときには、やはり「super civilization」（超文明）と言って、

宇宙の彼方にも行くし、原爆も持っているし、そういう超文明が発生しては滅亡、発生して

は滅亡。なぜかといったら、結局、心の問題で、王国同士が戦争し合うわけなのですよ。 

宇宙船同士が撃ち合って、4 万年前の『ラーマーヤナ』という経典に書いてあります。それ

は 4万年前の話らしい。それで「この地球には三つの空中都市があった」と。あの『スター・

ウォーズ』ではないけれども、本当にあったらしい。それが戦い始めて全滅して。 

エジプトの郊外に行けば、エジプシャングラスと言って、グリーンの綺麗なガラスがある

のですよ。このガラスは砂が溶けてできるのだけれども、アメリカのネバダで原爆を地下爆

発させたら、同じものができるそうです。それ以外できないみたいです。ということは、遠

い彼方に核戦争をやったわけ。そのエジプシャングラスは放射能がないのですよ。遠い彼方、

原爆だけによってできるガラスなのです。すごいプレッシャーと熱とそれだけによってでき

るらしい。それ以外はできない。グリーングラス、とても有名です。それがエジプトのずう

っと砂漠の郊外に数 100 キロに渡ってダーッと散ったわけ。 

南米のチチカカ湖のそばにあるティワナクという遺跡があるのですよ。そこはまあ何年前

か知りませんけれども、私が思うに桁外れの昔なのかもしれないし、造ったものを見ると大
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した技術でもないと、そういうふうに見えるのだけれども、そこには黒人の顔がある、白人

の顔がある、東洋人の顔がちゃんと刻まれているわけ。それで、そこにはダイオライト（閃

緑岩）と言って、ダイヤモンドでしか削れない非常に硬い巨石でできているものが、たくさ

んあるのですよ。プマプンクと言って、全部それでできていて、それも精巧に、ただ積み合

わさっているのではなく、裏表からがっちり組むように切られているわけ。現代でもできな

い、石の削り方なわけ。なぜかといったら、ダイヤモンドチップでしか削れないし、巨大な

ものの中には 200 トンもあるわけ。その昔、それがずうっと城壁でできていたらしい。それ

がボーンと巨大な爆風か何かで吹っ飛んで、チリチリバラバラになっている。 

というふうに、太古のエジプトの物質的なことと、『ラーマーヤナ』とかティワナクの現場

に行って、ドリルで小さい穴を開けているような石細工なわけです。手では切れない岩石で

すね、ダイオライトと言ってダイヤモンドでしか切れないからね。道具も鉄では切れないの

だから。不思議なことに、インカには鉄道具がないのです。数 100トンもの石が吹っ飛んで、

そこら辺にバラバラになっていると、プマポンク。そういう『ラーマーヤナ』のストーリー、

エジプトのグリーングラスと。そういうふうに、今は総合的に考えているみたい。 

私が紹介した『ニップール・タブレット』（『Nippur tablet』）、1万年前にも微積分が書か

れているとか。それから、プラトンの言った政治論がちゃんと書かれていると。政治という

のは四つの仕組みがあると。「王国制」「独裁制」「民主制」そして、「商業政治」。現在、今、

「商業政治」に入っています。結局、ウォールストリートのバンカー（銀行家）が全部、握

っているでしょう。こういうことが 1 万年前のタブレットの情報で書かれているわけです。

だから、新しいものは新しいように見えるけれども、繰り返し、繰り返しで、何も新しいも

のはないわけです。 

 

昨年はある石に全ての情報が押し込められていて、今チップスがそうでしょう。これが 50

年前「石の中にどうしてそういう情報が書かれるか」と。それを解析した話を去年、少し話

したのだけれども。常識では到底、考えられないことが、現実にたくさん起こって、ホワイ

トハウスのセクレタリー・アシスタントが「宇宙船に 400 兆のお金が流れている」とか。私

が作り上げたことではなく、ちゃんと新聞に載っているのです。「この人が言った」と。名前

まで挙げたように。 

「ホワイトハウスのペンタゴンのそういう会議で、私たちが秘密を守れたのは、たったの

二つだ」と。「〈宇宙人と宇宙船のエリア 51のこと〉と〈フォート・ノックス（世界最大の金

保有貯蔵庫、米国国防総省の管理）に金塊がない、空っぽである〉、この二つだけだ」と。と

いう話をしたでしょう。だから「人造燃料テクノロジーを隠しても無駄ではないか」と。「そ

ういう会議で全部流した」と。ということは、ちゃんと載っているわけ。ホワイトハウスの

中で会議に出た本人が言っていますからね。というふうに、現実は到底一般のメディアでは

考えられないダイナミックなことで起こっています。 

平々凡々と淡々と自分だけ法を求めていけば、必ず次の来世で善い処に行くからね。ただ、

私がこう言うのは「無明に惑わされないでください」と。ということで発表しているだけで

す。だから、実はそうであっても関係ないわけでしょう、自分だけの平安・幸せがしっかり
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していれば。ところが「一般に言われていることが、全て本当だ」となったら、アングリマ

ーラみたいになって、お釈迦様みたいに出てきてくれて助けてくれたらよいけれども、そう

いうチャンスはほとんどないから、全て真に受けて頭に入れてやる場合には「それが本当で

あるかどうか全く保証がない、ということが正しいです」というメッセージを送りたいし、

お釈迦様もそう言っています。「全て自分で検証してください。世の中で言っていることは、

ほとんど無明のことです」と。 

 

常識は常識ではない 

【参加者】 

 広島なのですが、家の近くに日本ピラミッドみたいなのがあって、弥生時代か、ちょっと

分からないですけれど、そこに昔、太陽石、太陽の光での鏡みたいなものがあって、行って

みたのですけれど、巨大な石があって、そこに捧げものをそこに置いて、その隣に観音様が

まつられていて、すごくよいところだなと思って。 

 

【水源師】 

 日本では「海中都市の与那国」ということが、あまり言われていないけれども、外国では

非常に言われ始めているのですよね。「与那国の海中都市」（与那国島海底地形）。聞いたこと

がありますか。お城みたいな巨大な遺跡があるのです。スキューバを持ってこう、その写真

とかビデオがあるけれども、「これは自然にできたものだ」というふうにみんな言われている

けれども、あれは自然ではできない。壁とかベランダとか巨大にできています。ハーバード

大学とか、そういう人を一番に出してきて「いやこれは自然でできたものだ」と、そういう

ふうに言うわけなのですよ。 

私が 1時間に渡って、アメリカ人が撮ったビデオをずうっと見ていたわけ。たった 2，3秒

しかその場面は出てこなかったけれどね。その石にインディアンみたいな「羽をつけた顔」

が彫ってあるのですよ。2，3秒だけ。それを見せたら、もう全部この学説が崩れるでしょう。

そういうところは絶対に見せない。それで、ある角度から見れば、完全に人間の顔で目があ

るのですよ。それも見せない。だから、沖縄にはその昔、すごい王国があったみたい。それ

が今 100 m 水の下に沈んであって、今、世界中であちこちピラミッドが発見されているわけ

です。太古の昔、何があったか知らないけれども。 

これは本当に趣味というか、遊びというか、興味というか。まさか、そこに羽を着けた、

掘られたインディアンの顔があるとは、誰だって分からないでしょう。その 1 時間半のビデ

オの中で、たったサーッと 2，3秒くらいしかないから。なぜ、インディアンのそういう文化

だと分かるかというと、私がノースアメリカのインディアンと親しいでしょう。羽を着けて

ダンスするでしょう。ちゃんと見ているから、これはインディアン文化と非常に深い関係が

ある。まさにその削り方がそうなのです。羽といい冠といい。だから「常識が常識ではない

のです」ということ。 
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